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Table　14．　 Comparison 　between 　the　amyl （＞process　and 　Submerged 　amyhse 　process
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　以 上 の 如 くア ミ ロ 法 と比較した 場 合醸酵 日數 を短縮 す る と共 に ，醸 酵渉 合 を 向上 せ しめ 得た ．
「
勿論液體麹 法 の

仕込回數 は 少 く生甘藷入荷時期の 良好な原料 で あ る た め 良成綾 となつ た と云 弓事も老えられ るが ア ミ ロ 法 の 場合

の 生甘藷仕込
9） （昭和10年 12月中仕込回籔66） の 卒均 は殘全糠 1，00， 酒 精分7．44％ ， 醗酵歩 合86．30％ で あ り之 と

比較し て も尚液體麹 法の 場合 が 約 2 ％ の 醸酵歩 合 の 向 h を 示 した．之轍 ま氈 に 報告3） し た 様 に本 法 に 於 て使用す

る黒麹菌 ア ミ ラ ーゼ の 塘化 の 伸 び が よい 事 ，
マ ル タ ーゼ が 撮い 事 ， ア ミ ラ ーゼ が 耐熱 ， 耐酸性で あ る事等 の 特質

に 由來するもの で ある と考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　 旨

　Asp ．　Awamori 　sPec （Np 　39）の 液體麹 に よつ て 蒸煮醪 を塘化 し ア ミ 卩 酒母を添加 して 酒精醗酵を行わ し め る

所謂液體麹法の 工 業化 を確立せ しめ そ の 工 場 成績 に つ い ご述 ベ ア ミ ロ 法 工 場威績と比較 し て 良好な る事 を述 べ た ．

　 1 ．切干甘譲 を主原料 と し 6 回 の 仕込 を行 い 醗酵時間70：r拳聞程 度 で 88〜89％ の 醸酵歩 合を得 た ．

　 2．生甘藷を主原料と して は 30回の 仕込を行つ た が 醗騨時間10僻 闘程 度で 牛均88％ の 醸酵渉合を得 た．

　 3 ．前者 の 仕込に 使用 した液體麹 の 培地は 王 蜀黍 1 ％ ， 米糠2 ％ ， 麩 3 ％． 爾酸 ソ ーダ 0．1 ％ で あ るが 隻者は

生甘藷9 ％，麩 1 ％ ， 尿素0．03％で あ る．後着 の 培 地 で は 鰆化 力 は Il［∫者 と大差なか つ た が 液化力が稍々 低か つ た．

醸酵成績に は 大差 は ない 樣 で ある．

　 4 ．液體麹主培養に接種する種菌は振盪培養 に よつ て 得 た フ ラ ス コ の もの を接種 し て も又 種菌培 養 タ ン ク に よ

つ て 得た稍 々 大量 の もの を接厘し て も大差 は なか つ たが 菌體 の 繁殖速 度或 い は 安全性等 の 點か ら種菌培 養 タ ン ク

を使用す る事 が管 理上 好ま しい ．

　 5 ．ア ミ 卩 法エ 場 成螢 と比較 し て 液體麹法 の 醸酵成衛が 良 好で ある 事 を指摘 し た．

　終 bに 臨 み 絡始 御指導を賜 わつ た阪大齋藤 1 中 村兩博 士 ， 九大 山 崎博 士 ， 廣 大 長 西博士 に 衷 心 よ り慈謝の 意 を

表 し ます．伺 本研究 の 發表を御快諾 下 され た森肚 長 ， 李 山副杜長 に 深謝致 し ます．
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清 酒 麹 菌 の 研 究 （第 5 報） 派 麹 の イ ソ マ ・VF − x
’
分解 力 1こ就 て

蔭　山　公 　雄 ・杉　 田 イ「背　（山 邑酒 逍 研 究所 ）

　著者等は昨 冬清酒醪 の 分析 を行い つ L あ る際paper ・chromatography に よ りそ の 糖組成を探 索 した所 isomal・

tose の spot が 留後4〜工0日頃に 最も張 くそ の 後は順次弱まっ て 行 く事 を見 出 した．こ れ ｝こ よ sJ醪中 に isomaltose
を 分解す る酵素 の あ る事 を摧諭 し 得た が，そ の 畏東北大軅生，柴崎

1）氏 等の
tt
非醸酵性旃に 關す る研究

”
に よ り

各種糸1伏菌 に よ り isomaltose の 資 化され る事 が 報告 され て い る．同氏等 は こ の 事實か ら糸状菌 ¢） isomaltase

力 （cic・1，6　grucosidase ） を類推iされ，又古 くよ り TUCHIYA ！）氏・等は AsP ．　 miger の 一
邇 が 童somaltose を分

解し， 且 dextran3 ）
をも分解 し glucose を生戎す る事 を認 め て い る．然し isomaltose の 純品を得 る事 の 難 し

い 爲か その 1也に は isomalase力 に 關 し多 くの 報交 に 接 し て い ない ．近年 paper −chromatography に よ り 清酒

中の 未知漕の 瞼索が し きり と行わ れ 4） isomaltoseが 非醸 1霧性藩中の 重 要 なもの に 考 辷られ そ
一
の 護質 へ の 影響 に

樹する論議迄なされ よ 5 と して い るが 、 こ れ が生或 の 過毘に つ い て は 未だ明か で な く單な る澱 粉 分解物の 醸酵殘 ．

渣なるか 或は transglycosidase 「’） 6） 等に よる二 次的生産吻で あ るか詳 らか に なし鴛ない ．著者等 は こ れ らの 生

威過莓…は
一憑措い て 醪巾の isomoltase 力が 米麹 う・ら も由來 し得 るや否 やを踰べ る爲幸 い N ．R．R ．L．の A ，　JEANES
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博士 よ朔 離 を 賜つ た is・m ・ t・。se を 用い て 孅 を行 い ，後述の 如 樋 常 の 黼 騰 齢 鰻 嵯 は あ湖 力、

iこ 米麹 と した 際 に i・・m ・ 1・・se 力鮪 す碑 を黼 した．前報・・｝・於 て 著者の 一
人鴫 田 ， 水本 と共 に 米麹嚇

化型 amylase 測定法を
一

驟 り鴛た の で 製麹中の 酵素力 の 推移 を も合せ 檢 し，こ れ らの 酵素力 と isomalt 、 8e

カとの 關係 に 就 て も考察を試 み た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賣 　　　　　驗
　A ） 米 麹申 の isomaltose 分解力

　
i） 酵 素液 ・ 米 麹 109｝・ 1 ％ N ・ CI　100ccを加え・ 15℃ で 1 時黻 盤 出後 ， そ の 濾液10，，に95％ 。1。。h。140

cc を 加え全酵素を沈澱 せ しめ，こ れを遠 心 分離後25ccに 丘11　up して 酵素液と した．
ii） 酵素液 中の is・m ・1・ase カの 鰡 ・ P ・p・r−・hr・ m … 9・・m 　 ｝・單

一
の i・・m 。1・。 。e の 。p。t を得 るだ け

の is° m ”1t°・ e 液 に酵勲 効 qえ4αC 塒 間pH 　5 ・・で 廳 せ しめ 燬 ，
　 P ・per−・h・。m 。t。gram を作成 した 所

明か に i・・m ・；t・ se の ・p ・・ ‘嵶 勤 ・lue・・e の 位 K に 鰍 な ・p ・・ を得 ， 且 反驟 の 翫 力 も・EV〈し た ．

諄

奉
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　　iii） isomaltase 力凋定法 の 選定

　　a ） 經陣的分解曲線 の 作成

　　400r！cc 　is・m ・lt・se 液 50cc
，pH 　5．0の M110 ・ace 一

　ぬ teacetic 　add 　bu 遜er 　10cc及 び酵素液10  を よ く

混和 し40℃ に 保ち 経時的に その 還元力 の 増加及 び

生 成 91uc・ se 量を S・m ・ gyi 法 ｝こ よ り檢 ぺ た所 第 1

　岡 の 如くなつ た ．

　 即ち反應液の還元力の 増加 は isoma匚tose が 2 分

子 の glUCOSe に分解され た た め に起 り，こ の 條件で

は ， tranSglycosidaSe の 作用を考慮に入れ る必要
　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

の ない 事が 分 つ た ．從つ て 以後 は 還 元 力 の 増加 を以

Fig 　2，　 Decemposition　Grade 　of 　Isomaltose 　in
　　　 Each 　Concentration　of 　Enzymes
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　　　　て 壻加 glucose 量 （新た に 還 元 力 を得た glUCOSe
岳

　　　　量） を計算す る 事 と し た．

　　　　　b）　Optimum 　pH の決定

　　　　　反應液 の DH を種 々 變化 させ 各 ・々40℃ に て 1 時間

　　　　迄の 經時 91・ … e 聡加曲線を取 つ た所第 3 鬪の 如

　　　　くなつ た1 （・H ρ測定は ガ ラ ス 聴 （嬲 製作所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Medel　H ） を用 い た．）
こ 嚇 果 10繝 靹 で （“　is・m ・1ta・e カは ・H … 一・・4の 間で靴 な く，他 の ，・ で e・それぞれ尠 す る黝 、

分っ た の で ， 力價測定 に は pH 　5 ．0を 取 る畜 と し た．

　C ） 力 價 の 比 較

・・L逋 の 嫐 に よ り耀 分騨 ・・％ L… tt 殆 ど齦 的 に 91uc・se を蛾 す る事蜘 つ た の で齣報・・ の 老え、．傚っ て
こ の 範園 に 於 て 力價と増加g！ucose が 比 例す るか を調 べ た所第 2 躙の 如 くなつ た．

瓠 PAN 賻 岬 究 ・ よれば ・・… gl・・… dase カ・・鯲 は，廳 嬾 瀲 が ， ・，・％以 ，な需 な らな 。 ．

そ の 縲 椥 ・luc・・e 齢 鱇 灘 ・・正 醐 す る事・汾 つ た．獅 て 瀦 靴 次・・Jtiza一で ・，Gm 。1，age 力を

型笙す碑 と

鴇
脚 本 の 2°・ 離 試囎 ・ そ・・それ次・ ・ く液・A ・｝・，・・℃ ・時懺 聾 … H ・．・cc を添
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Fig　3．　 Optimum 　pH 　of 　Isomaltase 　Activity
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元力をSOMOGYI 法 に よ り調 べ ，
’
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　 lv） 菌株 を異 に す る 米麹の isomaltase 力及 び そ

の 他 の 酵素力

　 a ’・mylase ・ 壁化型 ・ mylase 潰腱 法は 後報
8）記載

’
の 通 り，叉 maltase カ （t 　isomaltase 力測定の 際と

贓 卿 懺 畷 i・Qm ・1… e 液の 代 りに … ％ m ・lt・・噸 湘 い て こ れ と全く磯 砺 法 を期 した．驪 【．

1

供 した菌株は 當肚 で

市 販 種 麹 よ り分離 し

た A ・3，B・1，F−18，F ・

36の 4 株及 び 東大坂

口 教室 よ り分譲 され

た S − 4 −15 の 5株で

ある．そ の 結果を 第

1 表 に 示す．

　B ） 裂麹中の is（ト

maltase 力 の 變化

Table　1．　 Enzyme 　Activity　of 　komekoji
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　 代 差菌 として S − 4 −・15を

逡び こ れを通常の 製麹 法 に

從 い 製 麹 し そ の 過程中の 酵

素力 を瞼べ た 所第四岡 の 如

くなつ た．

　そ の 結果仕舞比事後は 時

間 と共に tnamylase 九

翻 匕型 amyrase カ ，
　 ma1 ・

tase 力 ，　 isomaltase カ

は 増加 し，maltaSefgS 化型

amylase 及 び iso−mal −

tase ！maltase は 大體同
一

の 値を示して い る．　 （こ の

場合 maltase ！繕化型 Amy ・

1ase ≒ 318 ：s・ maltase1
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maltRse ≒ li10）從っ て isomaltase カは 糖化型 amylase に 伴 つ て 滄 長す る もの と斷 じて 差支 「tts’い と 老 え ら

れ る．他 の 菌株に つ い C の 結 果 も大韆 こ れ と同 檬で あ り， た L’maltase ／ts化型 amylase の 値が菌株 に よ り異

る の が 認め られ るだ け で ある の で 本報 に て は 省略す る．

　 C ） 結晶 α
一amyhse の isomartase 力

　赤堀氏等 の 方 法
P）

に 從っ て AsP．　oryeae 　S−1 −2 の 液内培 養 ｝夜 よ り抽出結晶化 せ しめ た ｛レ amylase を用 い て上

述蟹驗 と同eC　isomaltase 力 を瞼ぺ た が．全 くそ の 作 用 を認 め る事 が 出 來 なか つ た．夊同時 に ，
　 L ．　 mesentroides

に よ り sucrose よ り合 成 した dextran （東大農學部塚野氏 よ り分謖 ） に作用せ しめ た が ， 何等の 還元力 の増加

を認 め られなか っ た の で ， こ の cramylase は α
・1，6・glucosidase カ を有 して い な い もの と思 わ れ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　　冒

　米麹中 の 三・・ m ・ltaseカを險ぺ た所明か に こ の 作用が あ り且 製麹中に は踏化型 ・ mylase 及 び m ・！tase カ 1ご伴

つ て 有 畏 する．而 し て 菌株が異つ て もisomaltase ！malt ： se 　Ct大體
一…

定した値 ｛ioをボした．又結晶 a
一
ユ rnylase

（AsP ．　or ｝
・aae ）に は a −1，6　glucoseidase 作用を認 め 得なか つ た の で 米麹中の isornaltase 力 も麺化型 amylase

系
三のに 包含 され る もの と思 わ れ る． isomaltase作用の 至 適 pH 　Lt40eCに於 て pH 　4．8−−5 ．4の 間に 存在 する．

　終 b に 臨 み本稿 の 發表 を許 可 され た，山 邑酒造松式會肚沚長山邑太左衛門氏，御校閲 を賜 わ つ た下 田研究所長 ，

及 び 實 驗 に 御協力下 さつ た 島田 四 耶馬，大 島惠美子嬢始 め所員一同 に 深 謝す る．叉 貴重 な る Sample を御惠逾下

さつ 广こN ．R ．R ．L の A ．　JEANES 傅士 及 び 適切 なる御助言を頂 い た東北大柴崎助教 授 に 謝意 を表 す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 曳第 5 回 大 阪蟻造 學 會に 於 τ 口演）
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清 酒 麹 菌 の 研 究 （第 6 報 ） 米麹 の ア ミ ラ ー ゼ 測 定法 に 就 て

島 田 四 郎 ・杉 田 　 脩 ・水 本 邦 彦
・
蔭 山 公 雄 （山邑酒造研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　米麹 の ア ミ ラ ーゼ カ を正確 に 測定す る事が清 酒 囈造上極 め て 重要な事は 論 を 俟 た ず ， 既 に 多 くの 研究者 に よ り

そ の 方 法 を探 られ て 來 た ．而 し て 悳岡氏
1）に よ り行われ た 鹽類溶液の 浸出法 に より，

α 一ア ミ ラ ーゼ カに闘して は

充分目的 を逹 し得 られ る樣 に なつ た が，塘化型 ア ミ ラ ーゼ は そ の もの 自體 め性質 の 解明が お くれた た め ， 適切 な

方法 力：見出さ才しなthliつ た．

　多 くの 人 々 に よつ て 行われ て い る鰆化力測定法 ｛ま， 澱粉基質 に 酵素液を
一

定時間作用 させ ， その 還元力 の 増加

を以 て 堕化力 とす る もの で あ り， 本研究第1〜3假野 一引）に於 て もこ の 方 法 を綵用し實驗を行 つ た が ， et
一
ア ミ ラ ーゼ

自體が還元力を 増加 せ し め る作用を持 つ 以 上，α 型及 び 踏化型 ア ミ ラ ーゼ の 混在系 で あ る麹 の 浸出液 の 如きもの

で は 當 然殖化 型 ア ミ ラ ーゼ カ の み を 調 べ 得 る方 法 とは な らず．特 に 米麹 に 用 い る菌株 AsP ．　or ｝
’
zae は α 型 と繕

化型の 比 率が 池の 糸欺菌類に比 し て 署 し く α 型過剰 に なつ て い る
fi） の で 殊 更こ の 方法は 適 切 とは 云 い 得ない ．

岡崎氏 ：よ糸腴菌 の 伊 ア ミ ラ ”ゼ を澱 扮に 働 か せ た場 合に 沃変 反懸溜夫以蜘 こは 殆 ど醸聾性鰆 （グ ル コ p ズ，マ

ル トーズ ，マ ル ト リ オ reズ ） を生 成 しな い 事 に 清 目 し α 型 ・糖化型混在系に 於 け る鰆化力 の 測 定 に ， 醸酬生階の

定量を行 5事を提唱 され， 各種糸駄菌の 塘化力を比較 され て い る．の こ れ は 誠 に要當な方法 と思われ るが ， 最近

冨金原，村P．c’）氏・等の 研究 に よれ ば ，
　 Taka・Amylase 中の 踏化型 ア ミ ラ ーゼ は，麥芽踏を生ず る事な く，澱粉 よ

り直 後 グ ル コ ーズ を生 成 す る事 を 認 め られ ．北 原，村田民
丁）等は 北野 氏P の Taka −maitase 説 を肯定せ られ ，署
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